
 
平成23年3月期第2四半期（累計）連結業績予想数値の修正（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 
平成23年3月期通期連結業績予想数値の修正（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 

 
平成23年3月期第2四半期（累計）個別業績予想数値の修正（平成22年4月1日～平成22年9月30日) 

 
平成23年3月期通期個別業績予想数値の修正（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 

修正の理由 
 
１.第２四半期連結累計期間業績予想の修正理由 
売上高につきましては、海外子会社公開型株式会社サハダイヤモンド(ロシア)の原石販売が好調に推移したため、前回予
想より好転し1,152百万円（当初予想は1,000百万円）となる見通しです。 
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業績予想の修正に関するお知らせ  

近の業績動向を踏まえ、平成22年５月19日に公表した業績予想（連結）及び平成22年７月22日に公表し
た業績予想（個別）を下記の通り修正いたしましたのでお知らせいたします。  

記 

● 業績予想の修正について 

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
1株当たり四半期純

利益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 1,000 △330 △300 △310 △2.19
今回発表予想(B) 1,152 △283 △425 △450 △2.76
増減額(B-A) 152 47 △125 △140
増減率(%) 15.2 ― ― ―
（ご参考）前期第2四半期実績 
（平成22年3月期第2四半期）

364 △567 △579 △886 △9.59

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 2,030 △400 △360 △380 △2.68
今回発表予想(B) 2,100 △420 △560 △590 △3.61
増減額(B-A) 70 △20 △200 △210
増減率(%) 3.4 ― ― ―
（ご参考）前期実績 
（平成22年3月期） 977 △967 △977 △1,298 △12.16

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
1株当たり四半期純

利益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 38 △260 △255 △265 △1.87
今回発表予想(B) 41 △192 △339 △319 △1.95
増減額(B-A) 3 68 △84 △54
増減率(%) 7.9 ― ― ―
（ご参考）前期第2四半期実績 
（平成22年3月期第2四半期）

133 △380 △501 △909 △9.84

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 65 △375 △360 △380 △2.68
今回発表予想(B) 65 △340 △490 △480 △2.94
増減額(B-A) 0 35 △130 △100
増減率(%) 0.0 ― ― ―
（ご参考）前期実績 
（平成22年3月期） 364 △677 △741 △1,197 △11.20



営業利益につきましては、広告宣伝費の圧縮及び人件費をはじめとして全社的な経費削減に努めたことから△283百万円
（当初予想は△330百万円）となる見通しです。 
経常利益につきましては、為替差損144百万円が発生したことから△425百万円（当初予想は△300百万円）となる見通しで
す。 
四半期純利益につきましては、上記理由に加え、特別利益として貸倒引当金戻入額、前期損益修正益があったものの、特
別損失として棚卸資産処分損を計上したことから△450百万円（当初予想は△310百万円）となる見通しです。 
 
２.通期連結業績予想の修正理由 
当第２四半期連結累計期間の実績を踏まえ、売上高につきましては、海外子会社公開型株式会社サハダイヤモンド(ロシ
ア)の原石販売は好調に推移すると予想され、今後も個人消費の低迷が影響するものの、ブライダルジュエリー事業及びネ
ット事業（インターネット販売）はクリスマスシーズンを含む下期には売上が伸びる傾向にあります。加えて、当社は、平成22
年９月30日付で商社機能を持つ100％子会社株式会社サハダイヤモンド・トレーディングを設立し、今後、インゴット（金地
金）の売上が計上されると予想されることから、通期連結累計期間合計の売上高は2,100百万円（当初予想は2,030百万
円）に上方修正します。 
営業利益につきましては、上記理由に加え、広告宣伝費の圧縮及び全社的な経費削減を継続してまいりますが、在庫販売
による粗利率の低下が予想されることから△420百万円（当初予想は△400百万円）となる見通しです。 
経常利益につきましては、為替の影響を踏まえ△560百万円（当初予想は△360百万円）となる見通しであります。 
当期純利益につきましては、上記理由から、前回予想を下回り△590百万円（当初予想は△380百万円）となる見通しです。
 
３.第２四半期累計期間個別業績予想の修正理由 
当社は、平成22年７月１日付で、ブライダルジュエリー事業を会社分割（新設分割）により、新たに設立した株式会社バージ
ンダイヤモンド・ジャパンに承継し、商号の変更を行わずに純粋持株会社へ移行しました。 
売上高につきましては、41百万円（前回予想は38百万円）と概ね予想通りとなる見通しです。 
営業利益につきましては、広告宣伝費の圧縮をはじめとして全社的な経費削減に努めたことから前回予想を上回り△192
百万円（当初予想は△260百万円）となる見通しです。 
経常利益につきましては、為替差損150百万円が発生したことから△339百万円（当初予想は△255百万円）となる見通しで
す。 
四半期純利益につきましては、上記理由から、前回予想を下回り△319百万円（当初予想は△265百万円）となる見通しで
す。 
 
４.通期個別業績予想の修正理由 
３.と同様の理由で通期個別業績予想についても修正します。 
 
(注)上記予想は、本資料の発表日において入手可能な情報に基づき作成したものであります。実際の業績は、今後の様々
な要因によって予想値と異なる可能性があります。 

以 上


